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ゼラチン溶液を 1%グルタルアルデヒド溶液（GA）で架橋することで、6.5, 13, 
26wt%の 3 種類の濃度の GGS を作製した。bFGF 含有 GGS は、ゼラチン溶液





bFGF 含有 GGS を、コラゲナーゼで溶解し、ゼラチンゲルの溶解速度と bFGF
放出量との関係を調べた。 
〈マウス皮膚欠損モデルを用いた創傷治癒促進効果の検討〉 
C57BL マウスの背部に皮膚全層欠損創を作製した。これを 5 群に分け、bFGF
を含有しない GGS を貼付するもの（control 群）、それぞれ 1, 3.5, 7, 14μg/cm2
の bFGF を含有する GGS を貼付するもの（bFGF1, 3.5, 7, 14 群）を作製した。





初の 24 時間で、ゼラチンゲルの 39.4%が溶解し、この間に 0.28g の bFGF が
放出された。その後、コラゲナーゼを加えると速やかに GGS は溶解され、残
りの bFGF が放出された。動物実験においては、術後 2 週の時点での創面積は
bFGF1, 3.5 群では control 群より小さい傾向にあり、bFGF 7, 14 群では逆に




徐放実験の結果より、bFGF 含有 GGS の溶解に伴って bFGF が徐放されるこ
とが確認された。動物実験の結果から、bFGF 1, 3.5 群では上皮化を促進し、
bFGF 7, 14 群では血管新生および肉芽形成が促進された。２週の時点で、bFGF 
7, 14 群の創面積が control 群よりも大きかったのは、過剰な肉芽形成によるも
のと考えられた。このことから、将来的にこの治療法を臨床応用する際には、
上皮形成を促進したい場合には低用量、肉芽形成を促進したい場合には高用量













6.5, 13, 26wt%の 3種類の濃度のGGSの破断強力および粘弾性を比較した結果、13wt%
が最適と考えられた。この 13wt%GGSからの bFGF徐放能を測定した結果、ゼラチンの
溶解に伴って、bFGF が放出されることが確認できた。マウスに作製した皮膚欠損創に
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